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人 　受講予定者数　　
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100人

　受講者の知

2

識・教養の向上・技能の習得に資すると共に、学習者相互の交流の場を提供することにより、生涯学習活動

成果
の推進に貢献することができた。

　講座受講者率の向上を図るとともに講座受講後の施設利用の促進を図るため、自主サークルへの参加や新たな自主サー

クルの結成を促進する必要がある。
課題

指標名称（単位）
実績値 目標値

２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２９年度

成果 講座数（講座） 13 13 14 15 15
指標
成果 市民講座及びものづくり体験教室受講者数（人） 216 255 272 315 315
指標

　近隣市においても、市民が多様な学習機会の提供を受けることができるよう地域の特性や公共的課題を鑑
他市との み、多種多様な講座を開催し、生涯学習の推進を行っている。
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単位：千円
２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２６年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 2,421 2,718 3,052 3,243 合計 3,052,392 円
報償費 1,208,000 円

財
　
源

特定財源 789 765 820 798 需用費 164,192 円
役務費 45,000 円

一般財源 1,632 1,953 2,232 2,445 委託料 1,19

Ｄ

2,000 円
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単位：千円） 0 ２６年
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度特定財源名称
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市民講座受講料

２８年
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評

講座は前期7
気軽に学
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べる機会と場所を提供
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し、生涯学習 講座、後
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ヶ月間（各12回
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進と支援を図る。 程度
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連計画 第2次刈谷市生

会

涯学習推進計画
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民講座開設事業
担当課 南部生涯学習センター

款 項 目 担当係
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